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防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
案
参
照
条
文

○

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
四
月
二
十
日
法
律
第
二
十
六
号
）
（
抄
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か

ら
施
行
す
る
。

一

（
略
）

二

第
三
条
及
び
附
則
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
二
十
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
十
の
二

防
衛

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
に
よ
る
療
養
の
給
付
若
し
く
は
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入
院

大
臣

時
生
活
療
養
費
、
保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
、
移
送
費
、
高
額
療
養
費
若
し
く
は
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
又
は
こ

れ
ら
に
準
ず
る
給
付
若
し
く
は
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

（
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
の
う
ち
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
別
表
第
一
中
百
二
の
項
を
百
三
十
五
の
項
と
し
、
九
十
九
の
項

か
ら
百
一
の
項
ま
で
を
三
十
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
九
十
八
の
項
を
百
三
十
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
百
三
十
五
の
項
」
を
「
百
三
十
六
の

項
」
に
、
「
三
十
三
項
」
を
「
三
十
四
項
」
に
、
「
百
三
十
の
項
」
を
「
百
三
十
一
の
項
」
に
、
「
百
三
十
一
」
を
「
百
三
十
二
」
に
改
め
、
同
表
中
九
十
七
の
項
を
百
二
十
九

の
項
と
し
、
九
十
四
の
項
か
ら
九
十
六
の
項
ま
で
を
三
十
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
九
十
三
の
二
の
項
を
百
二
十
五
の
項
と
し
、
九
十
三
の
項
を
百
二
十
四
の
項
と
し
、
九
十
の
項

か
ら
九
十
二
の
項
ま
で
を
三
十
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
八
十
九
の
項
を
削
り
、
八
十
八
の
項
を
百
二
十
の
項
と
し
、
八
十
三
の
項
か
ら
八
十
七
の
項
ま
で
を
三
十
二
項
ず
つ
繰
り

下
げ
、
八
十
二
の
項
を
削
り
、
八
十
一
の
項
を
百
十
四
の
項
と
し
、
八
十
の
項
を
百
十
三
の
項
と
し
、
七
十
九
の
項
を
削
り
、
七
十
八
の
項
を
百
十
二
の
項
と
し
、
六
十
九
の
項

か
ら
七
十
七
の
項
ま
で
を
三
十
四
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
六
十
八
の
項
を
九
十
九
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
百
二
十
九
の
項
」
を
「
百
三
十
の

項
」
に
、
「
三
十
二
項
」
を
「
三
十
三
項
」
に
、
「
百
二
十
五
の
項
」
を
「
百
二
十
六
の
項
」
に
、
「
百
二
十
四
の
項
」
を
「
百
二
十
五
の
項
」
に
、
「
三
十
一
項
」
を
「
三
十

二
項
」
に
、
「
百
二
十
の
項
」
を
「
百
二
十
一
の
項
」
に
、
「
百
十
四
の
項
」
を
「
百
十
五
の
項
」
に
、
「
百
十
三
の
項
」
を
「
百
十
四
の
項
」
に
、
「
百
十
二
の
項
」
を
「
百

十
三
の
項
」
に
、
「
三
十
四
項
」
を
「
三
十
五
項
」
に
、
「
九
十
九
の
項
」
を
「
百
の
項
」
に
、
「
百

都
道
府
県
知
事
」
を
「
百
一

都
道
府
県
知
事
」
に
、
「
百
一
」
を
「
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百
二
」
に
、
「
百
二

厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
百
三

厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
、
同
表
中
六
十
七
の
項
を
九
十
八
の
項
と
し
、
六
十
二
の
項
か
ら
六
十
六
の
項
ま
で
を
三
十
一

項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
六
十
一
の
二
の
項
を
九
十
二
の
項
と
し
、
六
十
一
の
項
を
八
十
九
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
九
十
八
の
項
」
を
「
九
十

九
の
項
」
に
、
「
三
十
一
項
」
を
「
三
十
二
項
」
に
、
「
九
十
二
の
項
」
を
「
九
十
三
の
項
」
に
、
「
八
十
九
の
項
」
を
「
九
十
の
項
」
に
、
「
九
十

厚
生
労
働
大
臣
」
を
「

九
十
一

厚
生
労
働
大
臣
」
に
、
「
九
十
一
」
を
「
九
十
二
」
に
改
め
、
同
表
の
六
十
の
項
を
同
表
の
八
十
五
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
八

十
五
の
項
」
を
「
八
十
六
の
項
」
に
、
「
八
十
六
」
を
「
八
十
七
」
に
、
「
八
十
七
」
を
「
八
十
八
」
に
、
「
八
十
八
」
を
「
八
十
九
」
に
改
め
、
同
表
中
五
十
九
の
項
を
八
十

四
の
項
と
し
、
五
十
八
の
項
を
八
十
三
の
項
と
し
、
五
十
七
の
項
を
八
十
二
の
項
と
し
、
五
十
六
の
二
の
項
を
八
十
一
の
項
と
し
、
五
十
六
の
項
を
八
十
の
項
と
し
、
五
十
五
の

二
の
項
を
七
十
八
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
八
十
四
の
項
」
を
「
八
十
五
の
項
」
に
、
「
八
十
三
の
項
」
を
「
八
十
四
の
項
」
に
、
「
八
十

二
の
項
」
を
「
八
十
三
の
項
」
に
、
「
八
十
一
の
項
」
を
「
八
十
二
の
項
」
に
、
「
八
十
の
項
」
を
「
八
十
一
の
項
」
に
、
「
七
十
八
の
項
」
を
「
七
十
九
の
項
」
に
、
「
七
十

九
」
を
「
八
十
」
に
改
め
、
同
表
の
五
十
五
の
項
を
同
表
の
七
十
五
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
七
十
五
の
項
」
を
「
七
十
六
の
項
」
に
、
「

七
十
六
」
を
「
七
十
七
」
に
、
「
七
十
七
」
を
「
七
十
八
」
に
改
め
、
同
表
中
五
十
四
の
項
を
七
十
四
の
項
と
し
、
四
十
九
の
項
か
ら
五
十
三
の
項
ま
で
を
二
十
項
ず
つ
繰
り
下

げ
、
四
十
八
の
項
を
六
十
七
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
七
十
四
の
項
」
を
「
七
十
五
の
項
」
に
、
「
二
十
項
」
を
「
二
十
一
項
」
に
、
「
六

十
七
の
項
」
を
「
六
十
八
の
項
」
に
、
「
六
十
八
」
を
「
六
十
九
」
に
改
め
、
同
表
中
四
十
七
の
項
を
六
十
六
の
項
と
し
、
三
十
九
の
項
か
ら
四
十
六
の
項
ま
で
を
十
九
項
ず
つ

繰
り
下
げ
、
三
十
八
の
二
の
項
を
五
十
七
の
項
と
し
、
三
十
八
の
項
を
五
十
六
の
項
と
し
、
三
十
七
の
項
を
五
十
五
の
項
と
し
、
三
十
六
の
二
の
項
を
五
十
四
の
項
と
し
、
三
十

六
の
項
を
五
十
二
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
六
十
六
の
項
」
を
「
六
十
七
の
項
」
に
、
「
十
九
項
」
を
「
二
十
項
」
に
、
「
五
十
七
の
項
」

を
「
五
十
八
の
項
」
に
、
「
五
十
六
の
項
」
を
「
五
十
七
の
項
」
に
、
「
五
十
五
の
項
」
を
「
五
十
六
の
項
」
に
、
「
五
十
四
の
項
」
を
「
五
十
五
の
項
」
に
、
「
五
十
二
の
項

」
を
「
五
十
三
の
項
」
に
、
「
五
十
三
」
を
「
五
十
四
」
に
改
め
、
同
表
中
三
十
五
の
項
を
五
十
一
の
項
と
し
、
三
十
四
の
項
を
五
十
の
項
と
し
、
三
十
三
の
三
の
項
を
四
十
九

の
項
と
し
、
三
十
三
の
二
の
項
を
四
十
八
の
項
と
し
、
三
十
三
の
項
を
四
十
七
の
項
と
し
、
三
十
二
の
項
を
四
十
六
の
項
と
し
、
三
十
一
の
項
を
四
十
五
の
項
と
し
、
三
十
の
二

の
項
を
四
十
四
の
項
と
し
、
三
十
の
項
を
四
十
三
の
項
と
し
、
二
十
九
の
項
を
四
十
二
の
項
と
し
、
二
十
八
の
項
を
四
十
一
の
項
と
し
、
二
十
七
の
項
を
三
十
九
の
項
と
し
、
同

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
五
十
一
の
項
」
を
「
五
十
二
の
項
」
に
、
「
五
十
の
項
」
を
「
五
十
一
の
項
」
に
、
「
四
十
九
の
項
」
を
「
五
十
の
項
」
に
、
「

四
十
八
の
項
」
を
「
四
十
九
の
項
」
に
、
「
四
十
七
の
項
」
を
「
四
十
八
の
項
」
に
、
「
四
十
六
の
項
」
を
「
四
十
七
の
項
」
に
、
「
四
十
五
の
項
」
を
「
四
十
六
の
項
」
に
、

「
四
十
四
の
項
」
を
「
四
十
五
の
項
」
に
、
「
四
十
三
の
項
」
を
「
四
十
四
の
項
」
に
、
「
四
十
二
の
項
」
を
「
四
十
三
の
項
」
に
、
「
四
十
一
の
項
」
を
「
四
十
二
の
項
」
に

、
「
三
十
九
の
項
」
を
「
四
十
の
項
」
に
、
「
四
十

厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
四
十
一

厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
、
同
表
の
二
十
六
の
項
を
同
表
の
三
十
七
の
項
と
し
、
同
項

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
三
十
七
の
項
」
を
「
三
十
八
の
項
」
に
、
「
三
十
八
」
を
「
三
十
九
」
に
改
め
、
同
表
中
二
十
五
の
項
を
削
り
、
二
十
四
の
項
を
三

十
六
の
項
と
し
、
二
十
の
項
か
ら
二
十
三
の
項
ま
で
を
十
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
十
九
の
項
を
二
十
七
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
三
十
六
の

項
」
を
「
三
十
七
の
項
」
に
、
「
二
十
の
項
」
を
「
二
十
一
の
項
」
に
、
「
十
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
」
を
「
十
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
二
十
の
二
の
項
を
三
十
三
の
項
と
し
、
二

十
の
項
を
三
十
二
の
項
と
し
」
に
改
め
る
。


